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「世界のランキング　１・２・３」
世界３大図書館ランキング 

１位　アメリカ議会図書館（アメリカ　ワシントンD.C.）
　 　　所蔵品は書籍と各種資料などで一億点を超える。1800年創立
２位　大英図書館（イギリス　ロンドン）
　 　　カール・マルクスが３０年間通い詰めて「資本論」を著した図書館
３位　フランス国立図書館(フランス　パリ)
　 　　1367年にシャルル５世が創立した王立図書館が起源

日本の主な図書館
（東京　国立国会図書館…アメリカ議会図書館がモデル）

　10月の「世界のランキング　１・２・３」は世界３大
図書館ランキングです。さあ、世界のことを知って交流
を始めましょう。

11月の国際交流情報
☆流鏑馬ホームタウンガイド
　11月3日(木・祝)午前10時～午後３時30分
　会場：笠間稲荷神社　流鏑馬馬場
☆日本語教室（友部公民館　午前10時～）
　11月５日（土）、12日（土）、19日（土）

笠間市・ラー市同時開催児童画展の
お知らせ
　笠間市国際交流協会では、ドイツ・ラー市の
児童と笠間小学校の児童が描いた絵画の相
互交流を図り、笠間の菊まつり期間中（10/15
～11/23）に笠間稲荷神社・瑞鳳閣にてドイツ・
ラー市児童画展を開催します。11月末からは、
友部公民館・岩間公民館での巡回展になりま
す。

日本語教室卒業生の母国 南ア・ケープタウンを訪ねて
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